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4．脳血流SPECTにおけるiasl・IMP，99’nTc－ECD，お

　　よび”mTc・HMPAO画像の比較検討
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　i231－IMP，99mTc－ECD，および99mTc－HMPAOによる

3種類の脳血流SPECT検査を同一症例（5例）に施行

して，画像の比較検討をした．PAOについては

Lassen補正（＋）および補正（一）についても検討し

た．変動係数はPAO補正（一）〈ECD＜IMP〈PAO補

正（＋）の順で高く，画像のコントラストはPAO補正

（＋）が最もよいと思われた．小脳では，3薬剤とも有

意な違いはなかった．白質／灰白質比は，PAO補正

（一）＞ECD＞IMP≒PAO補正（十）の順で低下し，　PAO

補正（＋）＝0．23で最小であった．脳幹と視床では，

IMP，　PAOに比較して，　ECDは集積が低下する傾向

があり，ECDを用いて脊髄小脳変性症や視床病変を

診断する際は注意を要する．

5．　ドーパミンD2受容体の脳内分布の新しい定量法
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　PETによる脳内受容体定量では，動脈血採血に関

わる問題（侵襲性，検査後半部の精度低下，代謝物計

測の難しさ）が生じうる．本研究ではドーパミンD2受

容体トレーサを用いて，健常人・痴呆患者でPET検

査を行い，動脈血データを用いない解析法で，線条

体の受容体結合能を算出した．本法は後頭葉を参照

領域とし，非特異的結合成分も加味したものである

が，良好なフィットが得られ，従来の方法と高い相

関を得た．正常人では加齢に伴う結合能減少が認めら

れた．また痴呆患者における変化についても検討し
た．

6．Stable　Xe・CTによる脳血流量の測定

　一PETとの比較一
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　【目的］Xe－CTとPETによるCBF測定を同一患者

に連続的に施行し，Xe－CTによるCBF値の信頼性に

ついて検討した．

　【対象および方法］対象は脳梗塞患者12例，CT装

置はGE社製CT9800　HiLight，　Xeガス吸入装置は安

西総業社製Az－725を使用した．　CBF測定は始めに

Headtome　IVを用いたPETによるH2150のボーラス

静注により測定，引き続きXe－CT（30％Xeガス吸

入，3分間wash－in　5分間wash－out）によるCBF測定

を施行した．両CBF測定に際しては動脈血採血によ

り，PaCO2を測定した．　Xe－CTおよびPETのCBFイ

メージ上の灰白質，白質それぞれ同一部位に直径16

mmの円形の関心領域を設定しCBFの比較を行っ
た．

　【結果】Xe－CTおよびPETのCBF値を比較する

と，Xe－CTでの値がわずかに高くでる傾向が認めら

れたが，高い相関係数を示した．

　［結論］Xe－CTによるCBF値は，　PETによる値と

よく相関することから，その絶対値に信頼性があ

り，Xe－CTは臨床的に有用な検査法と考えられる．

7．1回採血法による”ntrc・MAG，クリアランスの推

　定：Bubeck法とRussel法の比較
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　1回採血によるMAG，クリアランス推定法である

BubeckとRusse1の2つの方法の推定精度の比較を8

点採血データから計算されたクリアランスを標準と

して，79例の中～軽度の腎機能障害患者（血清Cr：

0．4～5．3mg！dt）を対象に検討した．1回採血の時間と

して30，44分の2点について，報告されている定数
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